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一

　
近
日
何
ぞ
傷
心
の
事
多
き
や
、
緑
雨
は
窮
死
し
、
枯
川
は
絏
紲
の
人
と
な
る
、

風
日
暖
に
し
て
木
々
の
梢
緑
な
る
此
頃
の
景
色
に
も
、
我
は
中
心
転
た
寂
寞
の

情
に
堪
へ
ず
、
意
強
き
人
は
女
々
し
と
笑
は
ん
、
我
は
到
底
情
を
矯
む
る
の
力

な
し
。

　
緑
雨
は
病
め
り
き
、
左
れ
ど
彼
の
死
せ
る
は
病
め
る
が
為
め
に
死
せ
る
に
は

あ
ら
ず
、
病
を
養
ふ
能
は
ざ
る
が
為
め
に
死
せ
る
な
り
、
繰
返
し
て
い
ふ
、
緑

雨
の
死
せ
る
は
病
あ
り
し
が
為
め
に
あ
ら
ず
、
金
な
か
り
し
が
為
め
な
り
。

　
彼
は
心
や
さ
し
く
、
友
に
厚
か
り
き
、
左
れ
ど
今
の
世
に
処
せ
ん
に
は
彼
は

余
り
に
正
直
な
り
き
、
余
り
に
男
ら
し
か
り
き
、
彼
は
常
に
曰
へ
ら
く
、
「
我

は
武
士
の
子
な
り
」
と
、
然
り
彼
の
気
質
は
余
り
に
武
士
ら
し
か
り
き
、
故
に

餓
え
た
り
。

　
彼
は
紅
葉
君
の
如
く
落
合
直
文
君
の
如
く
、
若
く
ば
広
瀬
中
佐
君
の
如
く
、

葬
式
の
盛
大
な
る
こ
と
に
依
り
て
、
其
死
後
を
栄
せ
ら
る
ゝ
程
の
個
人
的
勢
力

を
有
せ
ざ
り
き
、
又
有
せ
ん
と
も
願
は
ざ
り
き
、
彼
は
文
士
に
し
て
交
際
家
に

は
あ
ら
ざ
り
き
、
去
月
十
六
日
彼
れ
の
知
人
、
駒
込
の
寺
に
集
ま
り
て
葬
式
を

挙
行
す
と
聞
え
た
り
、
聊
か
に
て
も
緑
雨
を
知
れ
り
と
信
ず
る
我
は
行
く
に
忍

び
ざ
り
き
。

　
廿
一
日
午
後
一
時
、
枯
川
の
入
獄
を
送
る
、
日
比
谷
公
園
を
通
り
抜
く
れ
ば

此
処
彼
処
笑
語
の
声
う
れ
し
げ
な
り
、
裁
判
所
の
石
階
を
上
れ
ば
一
種
陰
鬱
の

気
忽
ち
人
を
襲
ふ
、
垣
一
重
、
路
一
筋
の
隔
て
は
、
直
ち
に
天
堂
と
地
獄
の
差

な
り
。

　
構
内
監
倉
の
入
口
に
て
、
枯
川
は
、
送
れ
る
人
々
を
見
返
り
て
、
「
こ
ゝ
か

ら
は
本
人
だ
け
し
か
入
れ
な
い
よ
」
と
呵
々
大
笑
し
て
、
フ
ロ
ツ
ク
着
た
る
影

は
、
ツ
カ
〳
〵
と
小
暗
き
廊
下
に
没
し
去
れ
り
、
皆
相
顧
み
て
語
な
し
、
彼
の

手
に
は
、
「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ヤ
、
ヲ
ブ
、
ソ
シ
ア
ル
レ
フ
オ
ー
ム
」
伝
習

録
其
他
数
巻
を
携
へ
た
り
き
。

　
枯
川
を
入
獄
せ
し
む
る
は
、
彼
を
懲
ら
し
め
ん
が
為
め
か
、
彼
を
悔
ゐ
し
め

ん
為
め
か
、
枯
川
は
二
ヶ
月
の
禁
錮
の
為
め
に
其
説
を
改
む
べ
き
か
、
其
筆
を

折
り
、
其
舌
を
噤
む
べ
き
か
、
我
は
法
律
を
学
ば
ず
、
法
律
を
知
ら
ず
、
法
律

の
目
的
、
功
能
な
る
も
の
に
於
て
甚
だ
惑
ふ
。

　
二
ヶ
月
の
月
日
、
娑
婆
に
は
短
か
け
れ
ど
、
囚
獄
に
は
長
し
、
其
間
の
読
書

が
如
何
に
彼
の
智
識
を
増
益
す
べ
き
ぞ
、
其
間
の
思
索
が
如
何
に
彼
の
精
神
を

修
練
す
べ
き
ぞ
、
将
た
自
由
な
き
「
理
想
郷
」
の
観
察
が
、
如
何
に
彼
の
キ
ユ

リ
オ
シ
チ
ー
を
満
足
せ
し
む
べ
き
ぞ
、
彼
れ
が
二
ヶ
月
の
後
ち
に
持
還
る
べ
き

土
産
は
確
か
に
刮
目
す
べ
き
価
値
あ
ら
ん
、
我
は
彼
を
傷
め
ど
も
亦
た
彼
を
羨

ま
ざ
る
に
も
あ
ら
ず
。

　
裁
判
所
の
建
物
の
宏
壮
偉
大
な
る
は
、
吾
人
平
民
と
し
て
見
る
た
び
毎
に
驚

嘆
せ
し
む
、
西
川
生
曰
く
「
此
建
物
が
労
働
者
の
長
屋
だ
つ
た
ら
ナ
ア
」
と
、

左
な
り
斯
る
建
物
が
労
働
者
の
長
屋
と
な
る
世
な
り
せ
ば
、
社
会
は
如
何
に
幸

福
な
る
べ
き
ぞ
や
、
此
処
の
広
庭
に
一
株
の
晩
桜
咲
乱
れ
た
る
あ
り
、
秋
水
の

妻
は
曰
く
「
こ
ん
な
処
で
も
花
は
咲
て
居
ま
す
」
と
、
げ
に
自
然
は
虚
心
な
り
、

人
の
楽
し
む
と
否
と
に
関
せ
ず
、
依
然
と
し
て
美
な
り
。

　
二
十
二
日
の
朝
よ
り
平
民
社
楼
上
に
枯
川
が
哄
笑
の
声
を
聞
か
ず
、
淋
し
き

哉
、
左
れ
ど
多
忙
な
る
編
輯
は
、
此
淋
し
さ
の
真
趣
を
す
ら
味
ふ
を
許
さ
ゞ
る

を
如
何
に
せ
ん
。

　
上
に
掲
ぐ
る
は
緑
雨
の
肖
像
な
り
、
去
三
十
四
年
小
田
原
養
痾
中
の
写
真
な

り
、
眉
目
の
間
、
如
何
に
天
才
の
き
ら
め
け
る
か
を
見
よ
、
さ
れ
ど
今
は
亡
し
。
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二

　
領
土
大
な
る
の
国
必
し
も
幸
福
に
非
ず
、
兵
力
強
き
の
国
必
し
も
平
和
に
非

ず
、
国
家
組
織
の
理
想
は
、
民
人
を
し
て
衣
食
足
ら
し
め
、
礼
節
を
知
ら
し
め
、

自
由
な
ら
し
め
、
平
等
な
ら
し
め
、
安
寧
な
ら
し
む
る
に
在
り
、
今
の
世
に
瑞

西
の
如
き
は
殆
と
是
に
近
し
。

　
圧
制
、
貧
困
、
罪
悪
を
以
て
充
填
さ
れ
た
る
欧
洲
列
国
中
に
一
個
の
自
由
、

平
等
、
平
和
な
る
瑞
西
を
見
る
は
、
恰
も
渺
漫
た
る
砂
漠
の
中
に
、
緑
陰
清
泉

の
オ
ー
シ
ス
を
見
る
が
如
し
、
万
国
の
社
会
主
義
者
が
夢
寐
に
之
を
憧
憬
し
て
、

足
一
た
び
欧
洲
に
入
る
者
、
皆
な
此
処
を
以
て
慰
安
、
休
息
の
地
と
な
さ
ゞ
る

者
な
き
、
宜
な
り
。

　
安
部
磯
雄
君
の
『
地
上
の
理
想
国
、
瑞
西
』
の
一
書
は
、
瑞
西
の
政
治
、
経

済
、
教
育
、
社
会
の
状
態
を
説
述
し
て
其
詳
を
極
む
る
者
、
稿
既
に
脱
し
て
今

印
刷
者
の
手
に
在
り
、
其
発
行
は
応
さ
に
数
日
の
内
に
在
る
可
し
、
吾
人
は
同

志
諸
君
と
共
に
此
書
に
依
り
て
平
生
の
渇
想
を
慰
す
る
を
得
ん
哉
、
嗚
呼
日
本

の
明
媚
な
る
山
光
水
色
は
決
し
て
瑞
西
の
そ
れ
に
譲
る
な
し
、
而
し
て
其
民
を

し
て
亦
瑞
西
の
如
く
な
ら
し
む
る
も
の
、
果
し
て
誰
が
任
ぞ
や
。

　
五
月
三
日
天
気
晴
朗
な
り
、
此
晨
歩
し
て
日
比
谷
公
園
に
至
れ
ば
、
数
千
株

の
杜
鵑
花
、
昨
夜
の
雨
に
洗
は
れ
て
、
見
渡
す
限
り
紅
氈
を
敷
け
る
如
く
、
目

さ
む
る
心
地
す
、
楽
天
の
「
日
は
血
珠
を
射
て
将
に
地
に
滴
ら
ん
と
し
、
風
は

焔
火
を
翻
へ
し
て
人
を
焼
か
ん
と
欲
す
」
の
句
、
何
ぞ
其
妙
な
る
や
、
恨
む
枯

川
を
し
て
此
美
観
を
貪
看
せ
し
め
得
ざ
る
こ
と
を
。

　
人
獄
に
入
る
の
時
、
書
は
世
に
出
た
り
、
枯
川
が
訳
せ
る
ゾ
ラ
の
『
労
働
問

題
』
て
ふ
一
小
説
、
盛
装
し
て
机
上
に
在
り
、
我
が
此
書
に
於
て
尤
も
喜
ふ
所

は
、
所
謂
「
自
由
恋
愛
」
の
理
想
が
、
大
胆
に
且
つ
清
高
に
描
き
尽
さ
れ
た
る

に
在
り
。

　
所
謂
「
戦
争
物
」
な
る
出
版
物
の
売
行
、
近
日
大
に
減
じ
、
出
版
者
中
、
非

常
の
窮
境
に
陥
る
者
あ
り
と
い
ふ
、
吾
人
は
戦
争
を
金
儲
け
の
具
に
供
す
る
を

悪
め
り
、
さ
れ
ど
其
失
敗
の
甚
し
き
を
見
て
は
聊
か
気
の
毒
の
感
な
く
ん
ば
あ

ら
ず
、
彼
等
も
亦
徒
ら
に
自
由
競
争
制
度
の
犠
牲
と
な
れ
る
也
。

　
平
民
新
聞
は
初
め
よ
り
、
俄
か
に
大
に
売
れ
ざ
り
き
、
故
に
俄
か
に
大
に
減

す
る
こ
と
な
し
、
俄
か
に
大
に
利
す
る
こ
と
な
か
り
き
、
故
に
俄
か
に
大
に
損

す
る
こ
と
な
し
、
平
民
新
聞
は
唯
だ
多
数
同
志
の
確
か
な
る
信
念
と
固
き
覚
悟

に
依
て
援
助
さ
れ
維
持
さ
れ
つ
ゝ
あ
り
。

　
吾
人
は
戦
争
熱
の
高
低
如
何
に
関
せ
ず
、
世
上
の
景
気
の
如
何
に
関
せ
ず
、

依
然
と
し
て
主
義
の
為
め
に
尽
し
得
る
こ
と
を
喜
ぶ
、
刻
一
刻
に
吾
人
の
運
動

の
歩
を
進
め
得
る
こ
と
を
喜
ぶ
。

　
　
　
　
　
三

　
両
月
程
前
に
枯
川
の
一
家
と
、
雑
司
ヶ
谷
に
、
雀
焼
食
ひ
に
行
つ
た
其
汽
車

で
、
去
六
日
巣
鴨
の
獄
へ
志
し
た
、
花
は
青
葉
と
変
り
て
、
見
渡
す
限
り
の
麦

畑
の
波
を
吹
く
風
誠
に
心
持
が
善
か
つ
た
、
池
袋
駅
に
着
い
て
、
ア
レ
か
と
眺

め
る
赤
煉
瓦
は
先
づ
無
限
の
感
慨
を
惹
く
。

　
仏
国
の
革
命
党
が
壊
し
た
バ
ス
チ
ー
ル
の
牢
獄
は
、
こ
ん
な
で
は
無
か
つ
た

ら
う
か
、
モ
ン
ト
ク
リ
ス
伯
の
捕
へ
ら
れ
た
デ
ー
フ
の
要
塞
は
、
こ
ん
な
で
は

無
か
つ
た
ら
う
か
、
数
十
町
に
つ
ゞ
く
高
塀
の
厳
め
し
さ
、
四
方
に
聳
つ
高
櫓

楼
の
恐
ろ
し
さ
宛
が
ら
天
魔
の
怒
り
て
立
て
る
如
く
、
途
行
く
人
を
睥
睨
し
て

居
る
。
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桃
太
郎
の
画
本
に
在
る
鬼
ヶ
島
の
城
門
の
や
う
な
鉄
扉
を
入
り
て
、
控
室
に

来
れ
ば
多
く
の
婦
人
が
待
て
居
る
、
「
私
は
や
つ
と
六
年
目
に
面
会
に
来
ま
し

た
」
と
い
ふ
労
働
者
の
妻
ら
し
き
が
、
貧
に
や
つ
れ
て
憐
れ
な
る
が
あ
れ
ば
、

「
宿
が
此
処
へ
来
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
丁
度
此
子
が
漸
と
立
つ
時
分
で
し

た
」
と
、
十
歳
位
ひ
の
娘
の
頭
を
撫
で
居
る
商
家
の
女
房
ら
し
き
が
あ
る
、
嗚

呼
世
に
十
年
二
十
年
の
間
人
間
の
自
由
を
奪
は
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
罪
悪
と
は
、

果
し
て
ド
ン
な
罪
悪
で
あ
ら
う
か
、
我
等
に
は
殆
ど
想
像
が
出
来
が
た
い
。

　
若
し
今
の
軍
隊
と
監
獄
と
に
使
ふ
だ
け
の
費
用
が
初
め
よ
り
教
育
と
衛
生
と

生
産
業
に
投
し
尽
さ
れ
て
、
其
途
を
得
た
な
ら
ば
確
か
に
今
の
刑
法
な
る
も
の

は
不
必
要
と
な
る
と
、
我
等
は
信
ず
る
。

　
刺
を
通
じ
て
二
時
間
待
つ
て
枯
川
に
面
会
し
た
、
頬
に
少
し
く
瘠
は
見
ゆ
る

や
う
だ
が
、
夫
れ
は
初
め
の
程
、
飯
が
何
分
マ
ズ
く
て
十
分
食
へ
な
か
つ
た
故

ら
し
い
、
此
節
は
モ
ウ
馴
れ
て
仕
舞
つ
て
、
健
康
に
障
り
は
な
い
、
仕
事
は
な

い
、
短
い
間
だ
か
ら
、
読
め
る
だ
け
読
む
つ
も
り
、
書
物
は
同
時
に
二
冊
し
か

許
さ
れ
な
い
、
先
月
の
平
民
社
の
会
計
は
困
つ
た
ら
う
、
諸
君
に
宜
し
く
言
つ

て
く
れ
と
の
話
し
で
、
相
変
ら
ず
元
気
で
あ
つ
た
、
二
十
五
分
ば
か
り
、
用
談

を
し
て
辞
し
帰
つ
た
、
帰
り
の
汽
車
は
、
何
と
な
く
不
愉
快
で
、
此
夜
は
枯
川

の
夢
ば
か
り
見
た
。

　
平
民
社
の
出
版
の
方
は
、
幸
ひ
に
着
々
歩
を
進
め
て
来
た
、
『
百
年
後
の
新

社
会
』
は
既
に
再
版
に
着
手
し
て
、
『
社
会
主
義
入
門
』
も
大
部
分
は
売
れ
た
、

新
に
発
行
し
た
『
火
の
柱
』
も
既
に
続
々
注
文
が
あ
る
、
商
売
と
し
て
は
元
よ

り
言
ふ
に
足
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
兎
に
角
今
の
激
烈
な
る
戦
争
熱
で
も
、
決
し

て
日
本
の
社
会
主
義
的
思
想
を
焼
き
尽
し
得
な
い
こ
と
を
証
す
る
者
で
は
な
い

か
。

　
本
月
中
に
出
版
の
手
筈
に
な
つ
て
居
る
の
は
、
安
部
君
の
『
瑞
西
』
の
外
に

石
川
生
の
『
消
費
組
合
の
話
』
で
あ
る
、
消
費
組
合
が
労
働
者
の
救
済
に
於
て
、

極
め
て
有
功
で
、
殊
に
今
日
の
如
き
不
景
気
の
時
に
於
て
極
め
て
急
要
な
る
こ

と
は
、
石
川
生
が
本
号
の
論
文
に
記
せ
し
如
く
で
あ
る
、
我
等
は
此
書
が
、
今

日
憂
世
の
諸
君
子
の
為
め
に
多
大
な
参
考
と
な
る
を
疑
は
ぬ
の
で
あ
る
。

　
去
八
日
、
戦
捷
祝
賀
の
行
列
で
、
八
百
八
衙
、
万
歳
の
響
、
軍
歌
の
声
、
怒

濤
狂
瀾
の
押
寄
す
る
が
如
き
中
で
、
平
民
社
の
楼
上
に
は
静
か
に
婦
人
講
演
と

社
会
主
義
研
究
会
と
が
開
か
れ
た
。
戸
外
の
怒
濤
狂
瀾
は
多
く
の
人
を
殺
し
て

そ
し
て
直
ぐ
に
消
へ
去
つ
た
、
微
な
る
平
民
社
楼
上
の
会
合
の
結
果
は
決
し
て

永
遠
に
消
ゆ
る
こ
と
な
く
し
て
、
却
つ
て
多
く
の
人
を
活
さ
ん
こ
と
を
、
我
等

は
願
ふ
。

　
枯
川
の
入
獄
に
対
し
て
、
匿
名
で
金
品
を
恵
贈
せ
ら
れ
た
諸
君
が
多
い
、
我

等
は
深
く
其
高
情
を
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
姓
名
を
知
る
こ
と
を
得
ぬ
の
は
遺

憾
に
堪
へ
ぬ
、
枯
川
の
一
家
平
民
社
同
人
に
代
り
て
茲
で
御
礼
を
申
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
四

　
最
近
着
の
米
国
同
志
の
諸
新
聞
は
、
平
民
新
聞
第
十
九
号
の
露
国
社
会
党
に

与
ふ
る
開
書
の
英
文
を
皆
一
斉
に
転
載
し
て
、
深
き
同
情
を
表
し
て
居
ま
す
、

殊
に
紐
育
の
独
逸
文
「
労
働
新
聞
」
の
如
き
は
、
第
十
八
号
の
日
本
文
の
方
を

其
儘
、
写
真
版
で
印
刷
し
、
其
下
に
独
逸
文
の
訳
が
添
へ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
英
仏
独
諸
国
の
新
聞
の
来
る
の
は
遅
い
の
で
、
未
だ
分
り
ま
せ
ん
が
、
此
次

ぎ
に
着
く
分
に
は
、
必
ず
米
国
と
同
様
に
之
を
転
載
し
て
、
十
分
に
日
本
社
会

党
の
意
思
と
態
度
を
表
明
し
て
あ
る
こ
と
を
疑
ひ
ま
せ
ん
。

　
同
胞
を
煽
動
し
て
提
灯
行
列
を
催
す
な
ど
は
、
我
等
の
到
底
為
し
得
な
い
所

で
す
が
、
世
界
に
向
つ
て
、
日
本
の
真
正
な
る
社
会
真
正
な
る
思
想
を
表
白
し
、
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万
国
共
通
の
平
和
幸
福
に
貢
献
す
る
の
は
、
我
等
の
任
と
す
べ
き
所
だ
と
思
ひ

ま
す
。
故
に
我
等
は
微
力
な
る
平
民
新
聞
が
、
日
本
の
紳
士
に
冷
笑
せ
ら
れ
つ
ゝ

あ
る
間
に
、
漸
々
世
界
に
認
め
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
の
は
尠
か
ら
ぬ
愉
快
を
感
ず
る

の
で
す
。

　
片
山
潜
氏
の
運
動
で
、
在
米
の
日
本
人
労
働
者
が
着
々
社
会
党
を
組
織
す
る

に
至
つ
た
の
は
、
賀
す
べ
き
で
す
、
先
日
は
シ
ャ
ト
ル
に
出
来
、
今
度
は
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
に
出
来
て
、
白
人
社
会
党
と
提
携
の
運
動
を
し
て
居
ま
す
、
万
国
社

会
党
に
は
人
種
の
区
別
も
郷
里
の
区
別
も
宗
教
の
区
別
も
あ
り
ま
せ
ん
、
皆
な

兄
弟
で
す
、
若
し
社
会
党
が
政
権
を
取
れ
ば
、
所
謂
「
黄
人
禍
」
の
心
配
な
ど

は
少
し
も
無
く
な
る
の
で
す
、
是
ば
か
り
は
主
戦
論
者
で
も
賛
成
で
し
や
う
。

　
何
の
運
動
で
も
婦
人
が
加
盟
す
る
や
う
に
な
れ
ば
、
必
ず
成
功
す
る
と
は
、

西
洋
人
の
言
葉
で
す
が
、
殊
に
仁
愛
を
命
と
す
る
社
会
主
義
の
如
き
は
、
必
ず

婦
人
の
力
に
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
欧
米
社
会
党
の
盛
大
な
の
は
、
婦
人
社

会
主
義
者
が
与
つ
て
力
あ
る
の
で
す
。

　
近
日
の
一
快
報
は
、
札
幌
の
竹
内
余
所
次
郎
氏
の
夫
人
と
同
地
の
女
学
生
Ｔ

君
Ｙ
君
等
の
社
会
主
義
の
研
究
、
運
動
に
加
は
ら
れ
た
こ
と
で
す
、
別
項
に
掲

げ
て
あ
る
『
ま
る
や
ま
の
花
見
』
は
、
其
報
告
で
す
。

　
妙
齢
の
婦
人
が
、
は
づ
か
し
さ
、
き
ま
り
悪
さ
を
忍
ん
で
、
主
義
の
為
め
に

働
か
れ
る
様
を
想
へ
ば
、
我
等
は
深
き
感
謝
を
表
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
我
等

は
此
人
々
が
、
人
類
同
胞
に
対
す
る
大
な
る
愛
を
発
揮
し
て
、
日
本
の
婦
人
社

会
主
義
の
卒
先
者
た
る
名
誉
を
荷
は
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
五

　
廿
四
日
の
朝
、
始
め
て
枯
川
か
ら
手
紙
が
来
ま
し
た
。

　
其
冒
頭
に
は
「
一
月
一
回
と
限
ら
れ
た
る
此
貴
重
な
る
手
紙
を
、
僕
は
今
満

腹
の
愉
快
を
以
て
君
に
送
る
、
併
し
用
事
以
外
の
事
を
多
言
す
る
の
自
由
を
持

た
ぬ
、
只
僕
身
神
共
に
健
全
、
日
日
清
閑
、
読
書
に
耽
る
、
是
だ
け
の
事
を
同

人
諸
君
と
読
者
諸
君
と
僕
の
妻
と
に
御
伝
へ
を
乞
ふ
」
と
書
い
て
、
其
他
は
平

民
社
経
営
に
関
す
る
意
見
を
示
し
て
あ
る
。

　
平
民
社
の
経
営
、
是
は
我
等
の
目
下
講
じ
つ
ゝ
あ
る
問
題
で
す
、
元
よ
り
此

儘
維
持
す
る
こ
と
は
難
事
で
な
い
、
戦
争
の
狂
熱
最
高
度
に
達
し
た
時
で
も
、

我
等
は
我
等
の
大
主
義
を
絶
叫
す
る
の
余
地
が
あ
つ
た
、
況
ん
や
号
外
の
声
は

疲
れ
、
戦
争
物
は
売
れ
な
く
な
り
、
戦
争
の
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
が
明
白
に
多

数
国
民
の
間
に
了
解
せ
ら
る
ゝ
の
今
日
を
や
で
す
、
一
時
ド
ウ
か
と
気
遣
つ
た

売
行
も
、
先
づ
此
分
で
は
心
配
も
な
さ
そ
う
で
す
。

　
併
し
我
等
は
此
儘
で
は
満
足
出
来
ぬ
、
消
極
に
維
持
す
る
だ
け
で
は
満
足
出

来
ぬ
、
積
極
に
其
歩
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
体
裁
も
内
容
も
着
々
進
め
て
行
か

ね
ば
な
ら
ぬ
、
発
行
部
数
も
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
点
は
目
下
計
画
相
談
中

で
あ
る
の
で
す
、
目
下
は
人
手
が
少
な
い
の
で
、
是
れ
以
上
に
直
ぐ
ド
ウ
す
る

と
い
ふ
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
す
が
、
枯
川
の
出
獄
を
機
会
に
、
一
段
の
飛
躍

を
し
た
い
と
思
ふ
。

　
枯
川
の
刑
期
も
半
ば
を
過
ぎ
て
、
後
と
三
週
間
と
な
り
ま
し
た
、
彼
は
出
獄

と
同
時
に
多
少
の
考
案
を
持
て
来
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
の
で
、
我
等
も
夫
れ
ま

で
に
出
来
得
る
だ
け
の
準
備
を
し
て
見
る
積
り
で
す
、
同
志
諸
君
、
読
者
諸
君

に
於
て
も
本
紙
の
体
裁
、
材
料
、
其
他
主
義
拡
張
に
就
て
の
良
法
名
案
あ
ら
ば
、

ド
シ
ド
シ
御
教
示
を
願
ひ
た
い
。

　
廿
四
日
の
大
雨
の
中
を
、
蓑
笠
の
百
姓
が
数
名
本
社
に
這
入
つ
て
来
る
の
で
、

出
て
見
る
と
後
に
は
巡
査
が
付
添
ふ
て
居
ま
し
た
、
是
は
鉱
毒
被
害
民
が
惨
状

を
訴
へ
に
来
た
の
で
す
、
先
日
来
二
百
余
名
の
被
害
民
が
上
京
を
企
て
た
が
、
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皆
な
警
官
に
追
散
ら
さ
れ
た
さ
う
で
す
。

　
鉱
毒
被
害
民
は
今
や
殆
ど
其
生
活
の
権
利
を
す
ら
も
失
つ
て
居
ま
す
、
そ
し

て
之
を
訴
ふ
る
の
手
段
も
杜
か
れ
て
仕
舞
つ
た
の
で
す
、
彼
等
は
法
律
と
警
察

と
に
保
護
せ
ら
れ
ず
に
却
つ
て
之
が
為
め
に
苦
し
ん
で
居
る
や
う
で
す
、
別
項

西
川
生
の
廃
村
の
記
を
御
覧
下
さ
い
。

　
併
し
警
官
と
て
も
何
も
彼
等
を
イ
ヂ
め
る
積
り
で
は
無
論
な
い
、
雨
中
を
蓑

笠
で
行
く
百
姓
の
姿
も
憐
れ
な
ら
、
上
官
の
命
令
で
夫
れ
を
警
護
し
て
行
く
巡

査
も
気
の
毒
で
あ
る
。

　
先
日
提
灯
行
列
の
惨
事
の
翌
夜
、
晩
餐
後
の
散
歩
に
西
川
生
石
川
生
と
三
人

で
馬
場
先
門
へ
行
て
見
る
と
、
十
数
人
の
巡
査
が
同
所
を
警
護
し
て
ヤ
カ
ま
し

く
言
て
居
る
、
往
来
の
人
々
は
大
分
彼
等
を
罵
つ
て
居
た
や
う
だ
が
、
我
等
は

同
情
に
堪
へ
な
か
つ
た
、
事
あ
る
毎
に
非
番
で
も
呼
出
さ
れ
て
終
日
終
夜
、
悪

く
言
は
れ
な
が
ら
命
が
け
で
働
ら
く
巡
査
ほ
ど
憐
れ
者
は
無
い
の
で
す
。

　
無
智
無
教
育
の
労
働
者
よ
り
も
、
智
識
教
育
あ
る
労
働
者
は
、
其
苦
痛
と
不

平
も
一
層
甚
し
か
る
べ
き
筈
で
す
、
我
は
将
来
巡
査
と
小
学
教
師
中
に
、
多
数

の
社
会
主
義
者
を
出
す
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　
平
民
新
聞
其
他
日
本
社
会
主
義
者
の
言
論
が
、
外
国
へ
反
響
す
る
と
言
て
、

御
用
紙
が
神
経
を
痛
め
る
の
は
滑
稽
で
す
、
先
日
も
「
国
民
新
聞
」
が
喧
し
く

言
て
居
ま
し
た
が
、
又
々
「
日
々
新
聞
」
が
鹿
爪
ら
し
い
こ
と
を
書
て
居
ま
す
。

　
日
本
の
政
治
家
と
資
本
家
は
、
日
本
の
正
義
人
道
と
や
ら
を
外
国
に
紹
介
す

る
筈
で
、
大
枚
の
金
を
使
つ
て
末
松
君
を
洋
行
さ
せ
、
金
子
君
を
洋
行
さ
せ
、

外
国
記
者
を
御
馳
走
し
、
今
度
は
各
宗
僧
ま
で
も
集
め
て
「
中
外
に
宣
揚
し
た
」

で
は
な
い
か
、
是
迄
に
し
た
ら
外
国
で
も
嘸
や
彼
等
の
「
正
義
人
道
」
に
感
服

仕
つ
て
居
る
で
し
や
う
か
ら
、
微
々
た
る
平
民
新
聞
の
論
説
位
ひ
を
気
に
す
る

に
も
及
ば
ぬ
筈
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
五
号
、
二
十
六
号
、
二
十
七
号
、
二
十
八
号
、
二
十

　
　
　
　
　
　
　
九
号
、
明
治
三
十
七
年
五
月
一
日
、
八
日
、
十
五
日
、
二
十

　
　
　
　
　
　
　
二
日
、
二
十
九
日
、
署
名
一
〜
三
は
一
記
者
、
四
〜
五
は
編

　
　
　
　
　
　
　
輯
子
）
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